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みんな
の
国保

勤め先を退職後に忘れてはいけないのが、健康保険です。

職場で加入していた健康保険は、退職日の翌日に資格を喪

失しますので、病気になってから慌てないためにも、きちん

と健康保険の加入手続きをしましょう。

①任意継続保険
それまで加入していた職場の保険を一定の要件の基に

任意で継続する制度です。保険料は、全額自己負担と

なります。

②家族の健康保険
生計が同じである親や配偶者などが加入している健康保険の被扶養者になった場合は、保険料の負担

はありません。次の要件を満たしている場合に被扶養者になれます。

③国民健康保険
①・②に該当しない場合は、住所地の国民健康保険に必ず加入しなければなりません。退職日の翌日

から国民健康保険に加入します。保険料は加入した月から納めます。保険料は、加入する人の年齢や人

数、前年中の所得から計算しますので、世帯によって異なります。 保険医療課で試算しますが、前年

の所得がわからない場合は試算ができませんので、所得がわかるものを持参ください。

＊国民年金加入もお忘れなく！
60歳未満のかたは、国民年金の手続きをしてください。配偶者の扶養となる20歳以上60歳未満のかた

は、国民年金第３号被保険者になり、勤め先で手続きをしてください。詳しくは市役所市民課（ 内線116）

にお尋ねください。

＊被扶養者となるためには、年収が130万円未満（60歳以上は180万円未満）で、被保険者の年収の半分

未満であることなど、加入される健康保険によって要件がありますので確認してください。

＊認定を受けるためには、職場を通じて手続きが必要となります。

＊現在国民健康保険に加入しているかたでも、上記の要件にあてはまれば国保を脱退して家族の健康保

険に被扶養者として加入することが可能です。

【参　考】・任意継続保険は、扶養認定も継続することができます。

・任意継続被保険者は、死亡したとき、２年経過したとき、保険料を納付しない

ときに喪失します。

◆問合先　　総合福祉センター 保険医療課　　 ７９－７５２８

Ｑ勤め先を辞めたら
健康保険はどうなるの？

Ａ他の健康保険に加入しなければなりません。

被保険者の直系尊属、配偶者、
子、孫及び弟妹

被扶養者 要　　件

主としてその被保険者により生計を維持されてい
ること

被保険者と同一世帯で、主としてその被保険者に
より生計を維持されていること

被保険者の３親等内の親族で
上記以外のかた

要　件

① 会社などを退職し、被保険者の資格を喪失したかた

② 資格喪失の日の前日まで継続して２か月以上被保険者であったこと

③ 資格喪失の日から20日以内に保険者に申し込むこと

④ 船員保険の被保険者または後期高齢者医療の被保険者などでないこと

選択肢は３つ
①任意継続保険に入る
②扶養として家族の健康保険に入る
③国民健康保険に入る



火災発生件数は、11件で昨年より５件減

少しました。

そのうち、建物火災は５件、車両火災が

３件、その他の火災が３件となっています。

出火原因は放火やコンロ、電気ストーブか

らの出火が主となっています。

全国的にも出火原因が放火やタバコの不

始末などが多いことから、各家庭でも「家

の周りに可燃ゴミを放置しない」「寝たばこはしない」「コンロに火をつけたままその場を離れな

い」など、できることからはじめてください。

火災は未然に防げます。火災ゼロを目指して、火災予防に取り組みましょう。

香芝・広陵消防組合では、市民の皆さんの安全と安心を守るため、日々消防業務を遂行してい

ます。今月は平成24年１月～12月に発生した火災・救急・救助の状況をお知らせします。

組合管轄の香芝市・広陵町全体で、火災は21件、救急は3,929件、救助は77件となりました。

そのうちの香芝市での発生状況は次のとおりでした。

救急出動件数は、2,754件で

昨年より189件増加し、搬送人員は

2,642人で178人増加しました。

事故種別では、急病約63％、一般負傷約15％、

交通約12％が上位となっています。

救急搬送は年々増加の傾向にあります。救急車

は緊急に医療機関で処置を受けなければならない傷

病者の搬送を目的としています。救急車の台数は限

られていますので、軽い病気やけがなど、緊急性の

ない場合は、自家用車やタクシーを利用するなど、

救急車の適正な利用にご協力をお願いします。

救助出動件数は、58件で昨年より14件増加しま

した。交通事故救助や建物などでの救助要請が大

半ですが、実際に現場で救助活動を行う件数は昨

年に比べて減少しています。平成24年は自然災害

の発生が少なく、それに伴う救助出動はありませ

んでした。

▼
問
合
先

香
芝
消
防
署
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安心・安全のためにお知らせします

香芝の火災・救急・救助の状況

15 広報かしば　No.549

平成24年

▲災害発生時などの救助活動に備え、
日々訓練を実施しています。

過去５年間の推移 
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おかしいなと感じたら「消費生活相談」へ！

・毎週火・金曜日／午前10時～正午・午後１時～３時／香芝市役所会議室棟
・毎週木曜日／午後１時～４時／広陵町さわやかホール
・消費者庁「消費者ホットライン」 0570－064－370 ▼問合先 市役所商工農産課　 内線253

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
訪
問
販
売

な
ど
、
主
と
し
て
不
意
打
ち
の
販

売
方
法
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め

の
制
度
で
す
。
店
舗
販
売
や
通
信

販
売
は
、
自
ら
選
ん
で
自
分
の
意

志
で
冷
静
に
判
断
し
て
契
約
の
申

し
込
み
を
さ
れ
た
と
考
え
る
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
返
品
は
各
店
舗
、

カ
タ
ロ
グ
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が

独
自
で
決
め
た
返
品
ル
ー
ル
に
従

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

返
品
不
可
の
表
示
が
あ
る
場
合

は
、
商
品
間
違
い
や
不
良
品
な
ど

の
場
合
を
除
い
て
は
、
基
本
的
に

返
品
が
で
き
ま
せ
ん
。
面
倒
で
も

契
約
内
容
や
、
返
品
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
よ
く
確
認
し
て
か
ら
注
文

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
販
は
、
こ
こ
数
年
で
パ
ソ

コ
ン
の
他
に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
も
簡
単
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
中
高
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
購
入
前
に
実
物
を
見

た
り
、
手
に
取
っ
た
り
で
き
な
い

た
め
に
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
、

イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
う
え
に
、
サ
イ
ト
内
の
説
明

を
よ
く
読
ま
ず
に
注
文
し
、
返

品
・
交
換
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
代
金
を
振
り
込
ん

だ
の
に
商
品
が
届
か
な
い
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

販
売
品
や
価
格
に
釣
ら
れ
ず
に
、

シ
ョ
ッ
プ
の
信
用
性
や
確
実
性
を

よ
く
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ＱＡ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
、
ブ
ー
ツ
を
購
入
し
た
。
届
い
た
も

の
を
、
開
封
し
て
み
る
と
パ
ソ
コ
ン
で
、
見
て
い
た
色
あ
い
と
違
い
、

イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ
な
か
っ
た
。
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
し
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
か
。

（
20
代
　
女
性
）

急
増
し
て
い
ま
す

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
！

現
在
、
学
校
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
中
、
実
際
に
学
校
生
活
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち

の
思
い
を
知
り
た
い
と
、
廣
瀬
教
育
長
の
発
案
に
よ
る
懇

談
会
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
へ
の
思
い
を
胸
に
…

２
月
18
日（
月
）
市
内
４
中
学
校
の
生
徒
を
代
表
し
て
生

徒
会
の
８
名
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
対
面
で
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
学
校
の

様
子
や
自
慢
で
き
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
く
う
ち
に
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
学
校
を

今
よ
り
も
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
は
？
」
と
い
う
教
育
長

の
問
い
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
生
徒
会
の
立
場
か
ら
普

段
抱
え
て
い
る
悩
み
や
不
安
、
今
の
教
育
に
対
す
る
考
え

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

〝
い
じ
め
〞
に
対
す
る
思
い
と
し
て
「
い
じ
め
て
い
る
人

自
身
が
い
け
な
い
こ
と
だ
と
気
づ
く
よ
う
な
声
か
け
や
生
徒

会
と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。」「
周
り
の
み
ん
な
が

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
。」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、「
誰
も
が
行
き
た
い
、
行
か
せ
た
い

学
校
！
」
と
な
る
こ
と
を
合
言
葉
に
、
４
校
が

協
力
し
合
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

懇
談
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
学
校
の

行
事
の
進
め
方
な
ど
の
情
報
交
換
を
す
る
光
景
が

あ
り
、
母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

教
育
長
は
、「
今
後
も
懇
談
会
を
定
期
的
に
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
聞
き
、
子
ど
も
を
中

心
に
据
え
た
教
育
行
政
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
学
校
を
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
…

中
学
生
と
教
育
長
が
懇
談



共に歩んで

よくある光景にて、我が家は共働き＋中学・高校生、

当然ながら毎朝ドタバタで始まり毎晩グッタリで就寝、

漫画に出てくるような優雅な食卓は何処の話なのか。子

供は親の機嫌を察してか、自然と家事を手伝うようにな

りました。これも子供の自立教育の一環とは親の都合、

日々奮闘しています。

中年の域に入ってもまだままだ若いと思っていたので

すが、最近、子供の運動に付き合ったところ、気持ちに

身体が追いついてこない事に愕然としました。スポーツ

は面倒なので、先ずは散歩から始めようかと思う今日こ

の頃、年寄趣味のイメージですが、歩く速さでこそ見え

てくるものもあると言い訳しながら。

さて、香芝には、県内外から移り住まれたかたも多い

のではないでしょうか。御多分に洩れず私もそんな住民

の一人です。親が転勤族だったため、小学３年生の時に

転校４回目でこの地に移り住み、就職・結婚・子育てと

40年余り、今ではこの地が故郷、街も賑やかになり、夜

遅くまで雑踏も聞こえるようになりました。程度を過ぎ

れば問題ですが、人が集まり躍動している音は、身近に

人肌を感じる安心感でもあります。頃は弥生、千代の世

に素敵な街であり続けてほしいと、今年も花咲き芽息吹

く季節です。

数
週
間
前
か
ら
、
わ
が
家
の

庭
に
メ
ジ
ロ
が
や
っ
て
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、

つ
が
い
で
！
き
れ
い
な
萌
黄
色

の
羽
と
く
る
く
る
丸
い
目
に
、

家
族
全
員
が
と
り
こ
で
す
。
木

に
さ
し
て
あ
げ
た
リ
ン
ゴ
を
一

生
懸
命
つ
つ
く
メ
ジ
ロ
の
姿
を

見
な
が
ら
、
「
も
う
春
や
な
ぁ
」

と
い
う
会
話
を
何
度
し
た
こ
と

か
。さ

て
さ
て
、
今
月
号
の
特
集

は
〝
か
し
ば
の
春
〞
で
す
。
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
春

も
魅
力
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ぜ

ひ
、
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
直
接

肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
春
待

ち
遠
し
い
時
季
で
す
が
、
も
う

す
ぐ
そ
こ
で
す
よ
ね
！

〈
よ
っ
し
ー
〉
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次回は阪本さんにリレーされます。

◆354

市民

ペンリレーは市民の皆さんに、日ごろ感じていること、体験したことなどを自由に
書いていただくコーナーです。次回のかたは、執筆者からバトンタッチされます。

人権4コマまん
が

井上雄作さん

17 広報かしば　No.549

＊訂正＊

広報かしばNo.548（平成25

年２月21日発行）の11ページ、

ふぉと☆かしば　「Jリーグ選手

楢崎正剛さん香芝中学校で講演」

の写真の言葉にある氏名に誤り

がありましたので、訂正してお

詫びします。

（誤）小学時代のコーチ森谷さん

（正）小学時代のコーチ森友さん

Ⅱ



時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
越
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
変
わ
ら
ぬ
風
景
な
ど
、
古
い
写
真
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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―
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現在のようす

18

＊広告及び広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。また広告主である事業者及び
その内容について市が推奨等をするものではありません。
＊広告掲載の申込みや問い合わせは、㈱奈良新聞企画（ 0742－34－6066）へ

広告 広告

広告 広告

昭和48年
（1973年）

吉川さん（上中）提供

西名阪自動車道高架下
（上中･葛下川付近）から見た風景




